
①表題紙（製本申込した表題紙：論文題目最終確認用）※提出日は記載しないこと。

②学位論文複写・公開許諾書 

６）発表会

発表会は、学年暦に定めた日に開催します。

発表は１人30分（発表20分、質疑応答10分）で、原則として全員が行います。発表の順番・時

間等は、事前にポータル等で通知します。 

３．研究生制度 

本学では、研究生制度を設けており、正規の学生の他に、研究生が在籍しています。

研究生は、特定の専門事項について研究を行うにあたり、指導教授より直接指導を受けることができます。

希望者は、本大学院生の教育研究に支障がない限り、研究科委員会の選考を経て、研究生として在籍す

ることができます。

資料D１「博士後期課程　授業科目一覧」

【看護学専攻】

学科目 授　業　科　目 単位数 時間数 年次 開講期 必修選択の別 備考

基礎看護学特論 2 30 1 前期 ●

基礎看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

基礎看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

基礎看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

母性看護学特論 2 30 1 前期 ●

母性看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

母性看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

母性看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

小児看護学特論 2 30 1 前期 ●

小児看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

小児看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

小児看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

成人看護学特論 2 30 1 前期 ●

成人看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

成人看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

成人看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

老年看護学特論 2 30 1 前期 ●

老年看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

老年看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

老年看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

精神保健看護学特論 2 30 1 前期 ●

精神保健看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

精神保健看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

精神保健看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

地域看護学特論 2 30 1 前期 ●

地域看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

地域看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

地域看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

国際・災害看護学特論 2 30 1 前期 ●

国際・災害看護学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

国際・災害看護学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

国際・災害看護学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

看護教育学特論 2 30 1 前期 ●

看護教育学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

看護教育学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

看護教育学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

看護管理学特論 2 30 1 前期 ●

看護管理学特別研究-1 2 60 1～３ 通年 ●

看護管理学特別研究-2 2 60 1～３ 通年 ●

看護管理学特別研究-3 2 60 1～３ 通年 ●

看護科学特論Ⅰ 1 15 1 後期 △

看護科学特論Ⅱ 1 15 1 前期 △

看護科学特論Ⅲ 1 15 1 前期 △

看護研究特論Ⅰ 1 15 1 前期 △

看護研究特論Ⅱ 1 15 1 前期 △

看護研究特論Ⅲ 1 15 1 後期 △

看護研究特論Ⅳ 1 15 1 後期 △

看護研究特論Ⅴ 1 15 1 後期 △

看護研究特論Ⅵ 1 15 1 後期 △

研究計画書セミナー 1 15 1 後期 △

●：所属領域必修科目　△：選択科目
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